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一 

評
論
（
配
点
35
） 

問
一 

記
述
問
題
Ⅰ 

〔
配
点
８
〕
出
題
文
６
行
目
に
「
だ
が
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
か
。」
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
「
他
者
は
必
ず
し
も
〝
障
害
〟 

と
は
言
え
な
い
と
い
う
筆
者
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
６
行
目
以
前
の
情
報
か
ら
理
由
に
相
当
す
る
箇
所
を
拾
い
上
げ
れ
ば
よ
い 

が
、
３
行
目
以
降
は
「
実
例
」
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
～
２
行
目
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、「
利
害
・
価
値
観
・
意
向
の
不
一
致
」 

の
み
で
は
「
自
由
の
阻
害
」
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
解
答
例
は
『
利
害
・
価
値
観
・
意
向
の
不
一
致
は
、
個
人
の 

自
由
を
制
限
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
要
因
と
な
る
か
ら
。』（
39
字
） 

問
二 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
１ 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
必
要
」。
従
っ
て
(c)
「
必
需
」
と
(b)
「
概
要
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
２ 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
独
身
」。
従
っ
て
(a)
「
独
善
」
と
(c)
「
化
身
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(3) 
 

解
答
番
号
３ 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
妥
協
」。
従
っ
て
(c)
「
妥
当
」
と
(a)
「
協
定
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(4) 
 

解
答
番
号
４ 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
譲
歩
」。
従
っ
て
(a)
「
謙
譲
」
と
(b)
「
歩
調
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(5) 
 

解
答
番
号
５ 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
我
慢
」。
従
っ
て
(b)
「
我
流
」
と
(a)
「
高
慢
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
三 

記
述
問
題
Ⅱ 

〔
配
点
８
〕「
そ
こ
」
の
指
示
内
容
は
「
他
者
と
共
に
い
る
場
面
」、「
最
初
」
と
い
う
語
句
は
、
こ
こ
で
は
「
一
番
始
め
」
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
「
原
初
的
」
に
近
い
。
解
答
例
は
『
人
間
に
と
っ
て
他
者
の
存
在
は
「
前
提
」
で
あ
り
、
自
由
の
感
覚
は
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
ず
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
』（
58
字
） 

問
四 

解
答
番
号
６ 

正
答
④
〔
配
点
４
〕
人
間
関
係
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
他
者
の
存
在
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
は
そ
の
前
提
が
崩
れ
な
い
限
り
消
滅
は
し
な
い
だ
ろ
と 

い
う
の
が
傍
線
部
の
趣
旨
。 

   

 <

出
題
文
出
典>

 

梶
谷
真
司
『
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
幻
冬
舎
新
書
（
幻
冬
舎
） 
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二 
随
想
（
配
点
35
） 

問
一 
記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
７
〕
説
明
に
必
要
な
要
素
は
「
文
脈
」
と
「
単
語
の
比
喩
性
」。
文
脈
的
に
は
直
前
の
一
文
し
か
使
用
で
き
る
要
素
は
な
い
。
傍
線
部
内

で
最
も
説
明
が
必
要
な
「
掛
け
算
」
と
い
う
単
語
は
明
ら
か
に
「
足
し
算
」
と
対
比
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
解
答
例
は
『
経
験
を
そ
の
ま
ま
使

う
よ
う
な
単
純
な
足
し
算
で
は
な
く
、
経
験
を
変
化
さ
せ
た
り
別
角
度
か
ら
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
理
能
力
が
身
に
つ
い
て
く
る
、
と
い
う

こ
と
。』（
66
字
） 

問
二 

解
答
番
号
７ 
正
答
①
〔
配
点
４
〕「
要
注
意
」
の
対
象
は
「
若
い
人
に
教
え
る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
教
え
な
い
方
が
い
い
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
つ
い
や
っ
て 

し
ま
う
」
こ
と
。
①
以
外
は
す
べ
て
「
要
注
意
」
の
対
象
が
出
題
文
の
趣
旨
と
は
ず
れ
て
い
る
。 

問
三 

 
 

(1) 

解
答
番
号
８ 

正
答
④
〔
配
点
３
〕「
お
節
介
」
は
「
不
必
要
に
人
の
世
話
を
す
る
」
こ
と
。「
干
渉
」
や
「
介
入
」
に
近
い
。
⑤
は
「
お
節
介
」
の
原
因
ま
た 

は
結
果
の
一
様
相
に
過
ぎ
な
い
。 

(2) 

解
答
番
号
９ 

正
答
②
〔
配
点
３
〕「
日
に
進
み
月
に
歩
む
」
と
訓
読
し
、
「
絶
え
間
な
く
進
歩
す
る
」
の
意
。 

(3) 

解
答
番
号
10 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
修
羅
場
」
は
「
激
し
い
戦
い
の
場
」
の
意
。
比
喩
的
に
「
最
も
厳
し
い
場
面
や
状
況
」
を
指
す
。 

問
四 

解
答
番
号
11 

正
答
③
〔
配
点
４
〕
「
そ
う
」
の
指
示
内
容
は
、「（
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
若
い
人
に
嫌
わ
れ
な
が
ら
）
具
体
的
な
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
説 

明
す
る
」
こ
と
。「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
よ
り
」「
心
の
問
題
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。 

問
五 

解
答
番
号
12 

正
答
⑤
〔
配
点
４
〕
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
は
、「（
た
と
え
心
の
問
題
で
あ
っ
て
も
）
出
し
ゃ
ば
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」
こ
と
。
内
容
の
如
何 

に
関
わ
ら
ず
、
聞
か
れ
も
し
な
い
こ
と
を
口
に
出
す
よ
う
な
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。 

問
六 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
７
〕「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
は
「
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
を
残
す
」
こ
と
。「
若
い
頃
は
貪
欲
に
『
足
し
』、
40
代
は
そ
の
積
み
上
げ
を

『
掛
け
』
る
が
、
60
代
は
『
引
く
』
こ
と
が
真
の
蓄
積
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
逆
説
的
な
論
理
。
人
徳
や
度
量
の
大
き
さ
な
ど
は
、
そ
の
引
き
算

の
結
果
初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
解
答
例
は
『
60
代
は
必
要
な
も
の
だ
け
を
残
す
引
き
算
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
人
徳
や
度
量
の
大
き
さ
と
い
う
結
晶
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。』（
60
字
） 

<

出
題
文
出
典>

 

太
田
和
彦
『
60
歳
か
ら
の
引
き
算
』（
「
70
歳
、
こ
れ
か
ら
は
湯
豆
腐
」
〈
亜
紀
書
房
〉
所
収
） 
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三 

語
句
・
文
法
（
配
点
30
） 

問
一 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
  

(1) 
解
答
番
号
13  

正
答
④
〔
配
点
３
〕「
お
株
を
奪
う
」
は
「
他
人
の
本
領
・
得
意
と
す
る
こ
と
を
別
の
人
物
が
や
っ
て
の
け
る
」
こ
と
。 

(2) 

解
答
番
号
14 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
こ
こ
で
の
油
は
果
実
や
種
子
の
油
の
こ
と
。
絞
る
に
は
搾し

め
木ぎ

と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
用
す
る
が
、「
油
を
絞
る
」
と
は
、 

ま
さ
に
そ
の
道
具
で
責
め
立
て
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
意
味
。 

(3) 

解
答
番
号
15 

 
正
答
⑤
〔
配
点
３
〕「
寝
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
」
の
が
原
義
。
確
か
め
る
対
象
が
「
機
嫌
」
や
「
出
方
」、
さ
ら
に
は
「
調
子
」
や
「
意 

欲
」
に
ま
で
広
が
っ
た 

問
二  (1) 

解
答
番
号
16  

正
答
①
〔
配
点
３
〕
同
意
の
言
い
回
し
に
「
馬
耳
東
風
」「
馬
の
耳
に
風
」「
牛
に
経
文

き
ょ
う
も
ん

」
な
ど
が
あ
る
。 

(2) 

解
答
番
号
17 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕「
先
憂
後
楽
」
は
「
先
に
憂
え
後
に
楽
し
む
」
と
訓
読
す
る
。「
転
ば
ぬ
先
の
杖つ

え

」
に
同
じ
。 

(3) 

解
答
番
号
18 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕「
一
笑
に
付
す
」
は
「
全
く
問
題
に
し
な
い
」「
ば
か
に
し
て
取
り
上
げ
な
い
」
の
意
。 

問
三 

(1) 

解
答
番
号
19  

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
「
百
鬼

ひ
ゃ
っ
き

夜
行

や

こ

う

」
は
「
多
く
の
悪
者
が
我
が
物
顔
に
ふ
る
ま
う
」
様
子
。
秩
序
が
崩
壊
し
て
い
る
さ
ま
。 

(2) 

解
答
番
号
20 

 

正
答
④
〔
配
点
３
〕「
権
謀

け
ん
ぼ
う

術
数

じ
ゅ
っ
す
う

」
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
計
略
を
は
り
め
ぐ
ら
す
」
こ
と
。「
謀
」
は
勿
論
「
権
」「
術
」「
数
」
す
べ
て
に
「
は
か 

る
」
の
意
味
が
あ
る
。 

(3) 

解
答
番
号
21 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
誇
大

こ

だ

い

妄
想

も
う
そ
う

」
は
「
物
事
を
大
げ
さ
に
想
像
し
て
そ
れ
を
事
実
と
思
い
こ
む
」
状
態
を
言
う
。 

(4) 

解
答
番
号
22 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
「
疑
心

ぎ

し

ん

暗
鬼

あ

ん

き

」
は
「
心
に
疑
い
を
持
つ
と
ど
ん
な
こ
と
も
怪
し
く
思
わ
れ
る
」
こ
と
。 
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〈
記
述
問
題
採
点
基
準
〉 

一 
評
論 

 

問
一 

記
述
問
題
Ⅰ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

障
害
の
実
質
部
分
で
あ
る
「
利
害
・
価
値
観
・
意
向
の
不
一
致
」
が
指
摘
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

そ
の
障
害
の
実
質
部
分
が
個
人
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
に
触
れ
え
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

問
三 

記
述
問
題
Ⅱ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

自
由
の
感
覚
を
「
ど
こ
」
で
身
に
つ
け
た
か
が
正
し
く
説
明
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑤
】 

(2) 

「
最
初
の
」
と
い
う
語
句
の
文
脈
上
の
意
味
が
適
切
に
説
明
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

 

二 
 

随
想 

 
 
 
 
 
 

問
一 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
７
〕 

(1) 

傍
線
部
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
掛
け
算
」
を
「
足
し
算
」
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

「
掛
け
算
」
と
い
う
語
句
の
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
比
喩
性
を
適
切
に
解
体
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

問
六 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
７
〕 

(1) 

「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
が
正
し
く
捉
え
ら
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

(2) 

「
真
の
蓄
積
」
の
文
脈
上
の
意
味
が
正
し
く
説
明
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


